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＜一般演題 1＞

　　重症 Rh 式血液型 不適合妊娠に対 し二 重濾過

　　　　 血漿交換 を計 27 回施行 した 1症例
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　 【症例】　32歳 ， 女性 ， 血 液型 B （
一
）， 5妊 1 産 （4

回人 工 流産）．

　 【現 病 歴】 抗 D 抗体陽性 に て Rh 不適合妊娠管理

目的 に 妊娠 19週で 入 院．

　【経過 】　抗 D 抗 体 を除 去 目的 に ，入 院 同 日 よ り

DFPP を開始 ， 娩出ま で に DFPP を計 27回施 行 した．

補充液は感染な ど の 副作用 ， 合併症 を危惧 し， サ ブ ラ

ッ ド B 液 とア ル ブ ミ ン 製剤 を使用 ，

一
度 だ け凝 固因

子補 充 目的 に 新鮮凍結血漿 12 単位 を補充液 と した．

抗体価 512〜4，096倍で 経過 した．母体 に 対 し DFPP

の副作用 で ， 重 篤な もの は み られ な か っ た．胎 児 に は

娩 出前 よ り重篤 な貧血 と，エ コ ー上軽度 の 浮腫 を認 め

たが ， 発育遅延 は認め なか っ た．貧血 に 対 し娩出ま で

に計 5 回胎 児輸血 を行 っ た ．妊娠 29 週 に 帝王 切 開に

て 娩 出， 娩 出時 胎 児 体 重 1，104g ， 仮 死 状 態 で ，

Apgar 　Scoreは 1／4 点 で あ っ た．　 NICU 入 室 し現在

も加療中で あ る．稀 な症例 で あ り ， 過去 の報告 も交 え，

若 干 の 考察を加 え報 告す る．

血液型不適合に て肝移植前に 全血漿交換 を施行 した

　　　　　　 ア ラ ジール 症候群の 一例

　　　　　　　　　　田 中芳徳 ・久世幸 吾 ・深津 敦 司

　　　　　　　　京都大学医学部 附属病 院人工 腎臓部

　肝移植時 に 血液浄化療法が 必 要 と な る場 合が あ る．

そ の一
つ に 血液型 不適合移植 に お け る術前 ・後の凝集

素抗体除去が あ る．

　当症 例 は 1 才 7 ヶ 月 （体 重 8．lkg ， 身 長 70　cm ）

の 男児 で あ る．生 直後よ り黄疸 ・灰白色便が あ り， 生

後 2 ヶ 月時 に 肝生検 等に て肝 内胆管低形成 を認め た ．

他 に 軽度肺 動脈狭窄 ， 左腎低形成 ， 特異顔貌等を伴 い
，

ア ラ ジー
ル 症候 群 と診 断 された．肝障害の 改善 を認め

ず，生体 部 分肝 移植 目的 に て ， 当院移植外科 へ 平成

13 年 8 月 22 日に 入院 し た ．こ の症例 の 血液型 は 0 型

Rh （
一

） で あ り， 父親 は A 型 Rh （＋ ）， 母親 は 0 型

Rh （＋ ）で あ っ た．母 親 に 疾 患 の 責任遺伝 子 が ある

可能性が 高 く， 父親が ドナーと な っ た ，術前 日の 8 月

28 日 に AB 型 Rh （
一
）の 血漿 に て PE を施行 し た ．

また循環動態の 安定化及び ， 貧血の改善の為に ， 0 型

Rh （
一

） の MAP に て プ ラ イ ミ ン グ し た ．翌 8 月 29

日移植術 を施行 した．術後経過 は良好 に て 10 月 7 日

に 退 院 し た．

　移植 に提供 され る臓器 数 が少 な い 現状 で は 血 液型 不

適合の移植は増 え る こ と は あ っ て も減 る こ と は な い と

思わ れ る．上記 の よ うに 血 漿交換 に よ る抗体除去は 血

液型不適合移植 に対 して有効で ある と考 え られ る．

　　 妊娠後期の 高脂血症に 続発 した急性膵炎に

　　　　　　血漿交換を施行した 1 症例
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　 【症例】　35 歳女性．妊娠 38週．心 窩部痛 ， 背部 痛

を 主訴 に 近医産 婦 人 科 受 診。血 中 ア ミ ラ ーゼ 1，129

1U ／1， 中性脂肪 13，010　mg ／d1，胎 児仮 死 が 疑 わ れ 緊

急帝王切開術が施行 されたが胎児 は す で に死亡 し て い

た。手術時，後腹膜 血腫 （赤 乳糜色 ， 無臭） を認 め ド

レ ナ
ージ 術 が 施行 され た．術後覚醒 不良 ， 血 圧低下の

た め当院 に 搬送 と な っ た ．輸液に よ り循環動態は 改善

した．病歴 よ り DIC も疑わ れ た が，強乳糜血清 の た

め血液生化学お よ び凝固検査の 一部 は判定不 能で あ り

病態 の 把握が 困難で あっ た ．高脂血症 に 対 し FFP を

補充液 と し た 全血 漿 交換 を 2 回，ま た 膵 炎 に 対 し

CHDF を施行 し た ．以 上 の 治療 に よ り中性脂肪 ， 急

性膵炎重傷度は速や か に 低下 し全 身状態 の 改善が得 ら

れ た ．

　【考察】　高中性脂肪 血症 に 急性膵 炎を併発 した妊娠

症例 は本邦 に お い て 39例報告 さ れ て い る．発症機序

と し て ，基 礎 に存在 す る LPL の 活性異常が ， 妊 娠 に

よ っ て顕在化 す る こ とが考 え られ て い る．妊娠早期 か

ら対処 し母子 と もに救命で き た 症例 も報告 さ れ て お り，

反省 す べ き点 の 多 い 症 例で あ っ た ．
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